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　2023ー2024年度テーマ

クラブテーマ 「　クラブを心のよりどころに　」
	 	 クラブ会長 土 師 幸 士

R.I. 会長 ゴードンR・マッキナリー　　　地区ガバナー 栃　木　一　夫

今後の例会（卓話）予定

会長挨拶＜土師会長＞
新しき御年、令和６年・2024 年を皆様と共
にお迎えできました事を心よりお喜び申し上
げます。
皆様もご承知の通り、年末には当クラブのチ
ャーターメンバーである岩戸正一様が逝去さ
れました。ほんの少し前まで楽しく談笑をさ
せて頂いたばかりであり、この急な訃報に
唯々愕然としたところです。大切な仲間をま
た一人失ってしまい、本当に悲しく思います
し、皆様の心中も如何ばかりかと拝察すると
ころでございます。
また、年明早々から大きな災害が起こってい
ます。

１月１日夕刻には能登半島を中心に大規模
な地震が発生し、そして翌日には羽田空港に
おいて支援に向かう為の海上保安庁の飛行
機と航空機が接触し炎上するという大変痛
ましい事故が起こり、本年はこのような形で
のスタートとなりました。
まだまだ何が起こるか不安に駆られるよう
な日々を過ごしているところではございま
すが、新しい年を迎えたという事で、気持ち
を改めて本日の新年例会を進めていきたい
と思います。
先程皆様には浅草神社のご神前にて、全員揃
っての新年の正式参拝を行って頂きました。
コロナ禍ではなかなか全員が揃う事ができ
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前回（1/10　1765 回例会）の記録

◆ゲスト 1 名 青少年交換留学生　リュシー・ダンジョン 様

◆ビジター 0 名
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クラブ協議会

１／24 会員卓話　「職業奉仕と私」 海内栄一 会員
１／31 「パンチを予見する男が視たボクシングの神髄」

ボクシングカメラマン 福田直樹 様
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ニコニコボックス
＜東京浅草R.Ｃ.　坂　真太郎 様＞
・第36回新春謡初めのご案内をさせて頂きま
す。皆様のご来場をお待ち致しております。

＜土師会長、江連幹事＞
・新しき年を迎えました。本月は新年初例会
です。今年もよろしくお願い致します。

＜太田＞
・52回目の結婚記念日にかわいいポップをい
ただきました。有難うございました。

＜藤掛、古谷、後上、浜中、原田、本間、五十嵐、
伊石、伊藤、片岡、小林、松本、宮崎、長沼、
中橋、中村、太田、斎藤、桜井、佐藤、澤野、
園部、髙木、立野、常見、内田、上野、上原、
海内、潮田、渡辺、吉沼、𠮷村、飯島＞

・新年　あけましておめでとうございます。
本年もよろしくお願い申し上げます。

幹事報告＜江連幹事＞
まず昨年の12月30日の御逝去されました岩戸
会員に哀悼の意を表します。
・次週の例会は上半期事業報告です。発表者
方々ならびに代理に発表者される方は宜しくお
願い致します。

・次週例会終了後に第7回理事・役員会を開催
致しますので該当者の方は宜しくお願い致し
ます。

・地区より能登半島地震の義援金の依頼が来て
おります。次週の例会時より集金箱を回させ
て頂きますので宜しくお願い致します。

ず、役員のみの年もありましたが、今回はメ
ンバー皆様に案内をさせて頂き、これも４年
振りとなりますが、またこの神社の会議室で、
新年例会を行えるようになった事を大変嬉し
く思っております。
少々手狭であり、ビューホテルさんのような
立派な施設ではございませんので、皆様には
ご迷惑をお掛けすると思いますが、浅草神社
での新年例会にて、是非有意義な、また楽し
い時間をお過ごし頂ければと考えております。
実は、この新年例会の正式参拝にて浅草神社
のご神前で、会長として玉串を上げるのはも
ちろん初めての事であり、なんとかこれだけ
はやっておきたいなと考えていました。また
一つ夢が適い、皆様のご理解とご参集に厚く
感謝申し上げます。
今日は短い時間ではありますが、どうぞごゆ
るりとお過ごしください。
そして一点案内となりますが、元メンバーで
いらっしゃいました長谷川さんから、この新
年例会に合わせて、例のチョコレートをご用
意頂いております。

以前を知っている方はご存知かと思いますが、
毎年年初めに長谷川さんがメンバー皆さんに
大きなチョコレートを配られていました。
年内にそういう話をしたらお心配り頂き、そ
のチョコレートをご用意くださいました。
但し、25 枚しかございません（笑）。長谷川
さんは早い者順でと仰ってはいましたが、是
非若いメンバーを中心に、また役員以外のメ
ンバーの方に受け取って頂き、もしそれで余
るようであれば、役員にて仲良く分けられた
らと思います。
今年度も残り半年になりました。下半期も
様々に取り組んで参りますので、皆様のご協
力を切にお願い申し上げ、簡単ではございま
すが、新年に際しての会長挨拶に代えさせて
頂きます。
本年も宜しくお願い致します。
尚、乾杯の後に会長・幹事の年頭所感を申し
上げさせて頂きますが、できれば皆様にとっ
て歓談の場ともしたく、それぞれ５分から
10 分程度に留めさせて頂きます事をご承知
おきください。



浅草神社正式参拝　新年初例会

会長・幹事年頭所感

土師会長　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■

それではこれから、会長・幹事の年頭所感に移らせて頂きますが、皆様は各テーブ
ルにて、お話ししながら、食べながら、飲みながら、雑音程度に耳を傾けて頂ければ
と思います。
新しき年を迎えた訳でございますが、今年度の任期も残り半年となりました。
今まで会長を務められた方々も恐らく同じ経験を、またそうした感覚を持たれたの
ではないかなと思いますが、上半期が終わると、なんかもう会長としてはある程度終
わった様な気持ちがどうしても頭の中に入ってくるんですね。
後はもう惰性で過ごしていきたいという部分もございまして、私なんかは少し気が抜
けてしまいがちなところではあります。
また私事にはなりますが、昨年11月に当社浅草神社の先代宮司であり私の養父に当

会長・幹事年頭所感



たります土師泰良が逝去致しまして、本当にこの年末は、その葬儀を含めてバタバタ
バタと過ごしてしまいました。
少しだけクラブ運営がおざなりになってしまった感も否めないところです。
それでも本日は浅草神社での新年例会という事でこれだけ多くの皆様が集まってく
ださいました。この参集頂いた風景をしっかりと目に焼き付け、残り半年の下半期は
途中で気を緩めることなく取り組んで参りたいと決意を新たにしたところです。
今年度の事業計画において会長方針として様々に示させて頂きましたが、特に重点
を置いている事が２つございます。
１つは会員増強です。
この年度始まりには飯島さん、吉村さん、そして勝畑さんの３名にご入会を頂く事が
適いました。
コロナ禍にも数名の入会はございましたが、普段の生活に戻した中での今年度の始
まりに、この３名のご入会は本当に心強く思っております。
更にはこの会員増強の力を緩めることなく、下半期においても同じ数ぐらいの入会者
を迎えられないかと色 な々面で画策しておりますし、一部のメンバーにはそれぞれに
新たな候補者を今後紹介頂ける事になっております。
この会員増強について皆様にお願いとなりますが、どうぞお知り合いやこの人良いな
という方々にお声掛けをして頂きたいと思っております。声を掛けたから必ず入会さ
せないといけないという訳ではありませんし、ただ声を掛ける事が一つのきっかけに
なるかも知れません。
吉村さんの入会時の経緯は、吉村さんが別件で当社に打ち合わせに来られた際に、
たまたまロータリーの話題となり、入会申込書をその場でお渡ししたら、その翌日に
記入された入会申込書をお持ち頂きました。
飯島さんからはやっと誘ってもらえたとの言葉も頂きました。
こうした入会の経緯もあるんだなと色 と々考えさせられたところです。
是非皆様から、言葉は悪いですけど外れても仕方ありませんので、「ロータリーはど
うですか？一緒に奉仕活動をしませんか？」と身近な方に声を掛けて頂きたく存じます。
下半期には是非最低でも3名以上の入会を目指したいと思います。
また既にご紹介の話しを頂いているメンバーにおかれましては、その方 を々１月・２月
の例会にお連れになり、この楽しくまた親しみやすい我がクラブの雰囲気を感じて
頂ければと考えております。
そしてもうひとつ力を入れている点は、親睦でございます。
コロナ禍においては、こうした例会やクラブでの奉仕活動自体が縮小・制限される
中、なかなか皆で集まれない期間がございました。
昨年５月８日にコロナ感染症が５類に移行されてからは普通の活動が行える様にな
り、そして７月に今年度が始まりました。
私の想いとしては、この３・４年分のできなかった親睦活動を、奪われてしまった懇
親の場をこの１年で取り戻したく、この年度をスタートさせました。
ロータリー活動には、様々に難しい面や考えなければならない点が多 あ々り、そこま
で傾注しづらい部分もあるやも知れませんが、やはりクラブ運営や奉仕活動を進め
ていく中で大事な点は、クラブのメンバー同士が如何にお互いを知っているか、お互
いに認め合っているか、お互いに信頼しているか、まさに相手のことを知る事だと私



は考えています。
コロナ禍ではそうした点が希薄になってしまった感覚もあり、下半期においても特に
親睦に力を入れたいと思います。
昨年12月20日に行われたクリスマス家族例会においては、ビューホテル28階のヴェ
ルベデールに90名近い方がご参集くださいました。
私がこのクラブに入会した時の様に、ご家族やゲストも大勢見えられ、わいわいガヤ
ガヤと時間を過ごすクリスマス家族例会を思い起こした次第です。
親睦委員会やS.S.A.の委員の皆様、そしてメンバーの皆様にご尽力を頂きあの様な
形でクリスマス家族例会を実施できすごく有り難かったですし、親睦という観点でも
大きな規模で行って良かったと思わせて頂きました。
下半期においても元メンバーの山尾さんに会うという事を口実に京都への旅行も計
画しております。また職業奉仕委員会においては恐らくバーベキュー付きの職場見学
を浜中委員長が検討してくださっています。
また皆様にお願いとなりますが、是非各々個 で々趣味が合うグループで構いませんの
で、夜でも昼間でもそのサークル活動を実施・再開して頂ければとも考えています。
あくまでご無理のない範囲ではありますが、親睦を深められる懇親の機会を一つで
も多く設けて頂ければ幸いに存じます。
以上２点を会長として下半期に向けても特に力を入れて取り組ませて頂きますが、も
ちろんその他の事業においても鋭意進めて参る所存です。
後ほど江連幹事からも話しはあろうかと思いますが、昨年は初めての試みとして社
会奉仕・青少年奉仕の観点から稲作事業を行いました。
ロータリー活動において、特に東京浅草中央ロータリークラブが自分達の地域に今
何ができるかを考え直すまたとない機会になったのではないかと考えています。
更に下半期には浅草中央ロータリーカップが今年も予定されており、フットサルを通
した青少年の健全育成事業として実施致します。
メンバーの皆様におかれましては、それぞれの各事業に対する引き続きのお力添え
を賜りたく、重ねてご理解とご協力をお願いする次第です。
10分を少々過ぎてしまいました。まだ喋りたいことはたくさんありますが、この辺りで
終えさせて頂きたいと思います。
最後となりますが、会長としてわがままや無理難題を言ったりと、色々辟易されてい
る面もあるやも知れませんが、残り半年の６ヶ月間、是非皆様には引き続きお付き合
い頂きたくこの場を借りてお願い申し上げ、会長の年頭所感とさせて頂きます。
本年もどうぞ宜しくお願い致します。

江連幹事　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■

上半期を振り返る
昨年の7月より土師年度が始まりました。
月ごとに例会ならびに事業を振り返ります。
７月
・本年度の事業計画の発表が行われました。



＜今週担当　桜井　明＞

８月
・青少年交換留学生のリュシーさんが来日されました。
・栃木ガバナーによりますガバナー公式訪問がありました。
９月
・社会奉仕委員会のメンバーを中心とした稲作交流事業が行われました。
・クラブフォーラムが行われテーマとしては｢クラブビジョン｣でした。
・オープン例会が行われ11名の方が出席致しました。
10月
・「フラフェス in 浅草」が開催されました。二日目は生憎の天気でパンダ広
場の奉演は中止となりました。
11月
・炉辺報告がありテーマは「コロナ禍を経てクラブとしてロータリアンとしてどの
ような変化があったのか？変化があって良かった点、元に戻したい点」でした。
12月
・年次総会があり進行には問題ありでしたが次年度の理事の選挙、次々年度
の会長も決定致しました。
・親睦委員会を中心としてコロナ禍以前、それ以上の楽しいクリスマス家族
会が行われました。

下半期の予定
１月
・上半期事業報告書
２月
・帝国ホテルにて地区大会が開催。
３月
・3クラブ合同例会の開催
・職場見学の実施
・夜間例会の開催
・東京浅草中央ロータリーカップの開催
４月
・モーニング例会の開催
・北分区5クラブ合同例会の開催（東京浅草中央ロータリークラブ幹事）
・炉辺報告の実施
５月
・シンガポールにて国際大会の開催
・クラブフォーラムの実施
６月
・本年度事業報告
・会長幹事退任挨拶

下半期もまだ多くの事業がございますが皆様に於かれましては御協力の程、
宜しくお願い致します。




